
1

「平成２８年熊本地震」の経験を活かす予算編成

2

現在、実施している事業の着実な展開

3

ＦＭ（ファシリティマネジメント）の活用による事業手法の見直しの明確化

4

「八代市総合戦略」を活かす予算編成

平成２９年度当初予算編成のポイント

節税対策　【創意工夫ある改善措置】の継続・推進

景気改善対策　【地方創生を活かす事業】の継続・推進

震災復興対策　【八代市復旧・復興プランに基づく取組】の推進

市長八策　【八策実現に向けた事業】の継続・推進

普通交付税の「合併算定替」終了に伴う影響で、今後も、一般財源総額の減少

傾向が見込まれる中、熊本地震の経験を通じた「新たに必要なまちづくり」を

力強く進めるため、これまで以上に柔軟な視点で市政の状況を見つめ直し、市

民のニーズに近づけるためのあらゆる手法を検討し、その検討結果をはっきり

と提示できる予算編成に取り組む。


